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初版 第1刷　正誤表（2018年5月29日現在の情報です） 
 
赤い文字＝間違った表記 
青い文字＝正しい表記 
 
 
◎P.26　表1-4-1 
誤：Θ　θ　ツェータ 
正：Θ　θ　シータ 
 
◎カバー右袖、奥付の著者プロフィール（康先生分） 
誤：2015年4より徳島大学… 
正：2015年4月より徳島大学… 
 
◎P.101　図4-2-3 
ReLU関数のグラフの横軸、左側（負の領域）にx軸に沿って青線が必要。 

 
 
※以上は、第2刷で訂正済みです  



 
 
初版 第2刷　正誤表（2018年7月30日現在の情報です） 
 
◎P.30　本文「微分と偏微分」見出し以下 
※以下のように訂正します 
================================================== 
微分というのは、ある変数の小さな変化に対応する関数の変化の割合や変化量を意味してい

ます。 
微小な変化をδ、大きな差分をΔ、微小な差分（微分）をdとし、関数 f(x) を考えたときの

微分を以下のように表します。 
================================================== 
 
◎P.49　Pythonのバージョンを調べるコマンド 
誤：> python -version [Enter]  
正：> python --version [Enter]  
※半角ハイフンが2つ必要です 
 
◎P.121　数式（3）  
誤：= -1.0 loge (0.67) - t0,1loge (0.33)  
正：= -1・loge (0.67) - 0・loge (0.33)  

 
◎P.121　数式（6）  
誤：-1.0 loge (0.12) - t0,1 loge (0.88) 
正：0・loge (0.67) - 1・loge (0.33) 

 
◎P.97　数式4.1.1 
誤 

 
 
↓ 
正 

 
 
 



◎P.128　数式4.7.2 
誤 

 
↓ 
正 

 
 
◎P.147　図5-1-2 
誤 

 
↓ 
正 

 



◎P.137　本文　下から二行目 
誤：この計算式の結果、σ(y)j で、全部足すと1（100%）になるような 

正：この計算式の結果、σ(y)j で、全部足すと1（100%）になるような 
※jは下付き文字になります 
 
◎P.163　本文 
※以下のように訂正します。 
==================================================================== 
図5-4-5 で、左上の 3 つの四角は 1層目の3個のニューロンにより学習され、2層目の1個目

のニューロンへ入力される局所パターンです。 
その 右側の四角は、このニューロンに手書き文字の「5」を入力した場合のニューロンから

の出力イメ ージです。 
1層目が3個のニューロンで構成され、受容野を用いて3枚の入力データから局所パターンを

学習し、その3つの局所パターンを組み合わせていますが、1個のニューロンは、元画像の 
中の左向きの「くの字」に対して非常に敏感なニューロンを構成していることがわかりま

す。 
 
同様に、左下の3つの四角は、1層目の3個のニューロンにより学習され、2層目の2個目の

ニューロンへ入力される局所パターンです。 
右下の 四角はその出力イメージです。この出力から、元画像の中の 135 度の角度の線分を

表す画像の特徴(edge)に敏感であることがわかります。 
 
2層目の畳み込み層では、それぞれのニューロンが縦横 3×3の形状で深さ2の受容野によっ

て畳み込み演算を行います。 
このとき入力データの 3×3の領域を対象とし、局所パターンによって要約しますが、これは

図5-4-6で表すように、元画像の 5×5の領域を要約していること に相当します。 
これは、1層目のニューロンが、入力画像から意味のある局所パターンを認識して要約する

ことで、2層目のニューロンに向けて、より使いやすい情報の形で受け渡していることを意

味します。これが、深層学習の重要な特徴というわけです。 
==================================================================== 
 
◎P.213　本文最終行 
誤：Σ関数には、勾配消失問題と呼ばれる副作用が生じます。 
正：σ関数には、勾配消失問題と呼ばれる副作用が生じます。 
 
◎P.214　本文内数式（図6-2-1の下） 
誤：LSTMニューラルネットワークでは、要素ごとの積 tt × ht-1 が…… 

正：LSTMニューラルネットワークでは、要素ごとの積 ft × ht-1 が…… 
 
◎P.220　リセットゲート本文4行目 
※本文をより理解しやすいように訂正します 

誤：yt の計算には影響しません。このとき、残りの yt-1 の残りの要素についても触れるこ

とはありません。 

正：yt-1 の残りの要素については触れないため、yt の計算には影響しません。 


